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総数141、前週の106.8％とやや増加です。
首位は、感染性胃腸炎、前週比113％、定点当たり14.1と増加です。
2位は、手足口病、前週比325％、定点当たり2.2と、急増です。
3位は、溶連菌感染症、前週比75％、定点当たり2と、相変わらず流行中です。
4位は、伝染性紅斑、前週比78％、定点当たり1.8と、やはり流行中です。
5位は、水痘、前週比200％、定点当たり1.3と、隔週リズムで増加です。
6位は、突発性発疹が、前週比77％、定点当たり1.2で入りました。
以下は、定点当たり、1未満ですが、
咽頭結膜熱3名、ヘルパンギーナが2名報告です。流行性耳下腺炎、0になりました。

インフルエンザ、3週続けて、0なので、コメントは、しばらくお休みにします。
6/21小児科休日当番では来院者69名、胃腸炎8名、溶連菌5名、
おたふくかぜ1名、伝染性紅斑1名、と御報告をいただいています。
6/18にO111(VT1+VT2-)の感染者（2歳女）があり、保健所に報告しました。
どうも、孤発例の様で、原因食物は不明です。
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